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指導者のバックグランドは多様

指導者の年齢構成は多様

指導者はボランティア

指導者はパートタイム

指導者は社会的な存在
©YAC苫小牧分団
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活動計画を可視化
← 活動組織は社会的な存在

ノウハウの蓄積

他組織とのネットワーキング

暗黙知（経験知）を形式知に 2

活動計画立案について

以前の版→ 学校教育の展開と類似した年間活動計画や各回の活動計画の
作成手順説明

→ 理想的な姿の提案

改訂版→ 各活動団体のミッションとビジョンに立脚した特色あるスタイル紹介
→現実的な実現可能な手順提案

結 論
結論は変わらず→



参加者 →  行きたくてたまらない 楽しみ→   夢 目標
保護者・社会 →  安心できる 明るい話題 →   共感の具体
指導者 →  生き甲斐 →   自己実現
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結 論

宇宙教育の根幹が活動計画（年間・各回）です！

活動計画を可視化しましょう！

活動計画を宇宙教育の網の目にしましょう！

各組織の持ち味を活かそう！
指導者がつながろう！
宇宙教育の視座を確かにしよう！

活動計画立案について



社会教育での宇宙教育の展開

活動団体 活動団体のミッションとビジョン → JAXA/YAC活動教材集 活動マップ
→ YACウエブサイトの活動報告
→ 他活動団体のノウハウ

年間活動計画 各回活動計画作成
↓

宇宙教育活動の展開→ 活動報告
YACウエブサイト掲載4

・文部科学省は、学校教育法等に基づき、各学校で展開する教育課程（カリキュラム）を編成する際の
基準「学習指導要領」を定めている。そこでは小学校、中学校、高等学校等毎に、それぞれの教科等の
目標や大まかな教育内容を定めている。
・学校教育法施行規則で、小・中学校の教科等の年間の標準授業時数等が定められている。

各学校 「学習指導要領」「標準授業時数」等 →地域や学校の実態
→県 市町村教委の指導資料

→関係教科書教科書会社資料…
教育課程（カリキュラム）編成、指導（活動）計画作成

↓

授業としての宇宙教育の展開→活動報告
↑

JAXA宇宙教育センター諸資料…

活動（学習）計画作成の過程
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参加者

人数 年齢構成 男女数

出席率 継続率 募集制度

活動設定

年間開催数、イベント型
活動時間 天候対応

活動場所

固定会場、随時設定指導者

人数 年齢構成

男女数 関係職業

リーダー経験年数

リーダー研修経験

リーダーの気質

費用

年間会費

随時会費

諸記録等

活動計画、実績記録、報告

自前ＨＰ 会報 アルバム

関係諸要素

活動計画立案について

活動題材の関係要素

保護者

必須参加

参加自由

参加お断り
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ねらい、目標の設定（目指す子どもの姿の検討・共有）

実態の把握

年間活動計画の立案

各回活動計画の立案・実施

各活動をふまえての再調整、次の
カリキュラム作成に向けての準備

従来の説明

カリキュラム構築の具体的な手順

（理想的な） → 実現可能な提案
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社会教育における現実的な宇宙教育活動計画作手順の提案

社会教育の持ち味を活かした宇宙教育の展
開のための計画づくり （活動団体のミッション
とビジョンとの合致を前提として）

１ 指導者ファーストの活動計画
指導者の担当日時を決め、バックグラウンドを
活かした活動の題材・内容を提案してもらい
検討する

２ 活動団体の得意な活動の継続
・毎年実施時期を決めたりした活動の設定
・継続参加者の経験、活動団体のノウハウ
を活かした設定

３ 使用会場を活かした活動の計画
・科学館や博物館等が手軽に見学できる組織は
会場の展示計画を積極的に位置付ける
・お友達ガイド養成も意識する

４ 隣接組織等との合同活動を計画する
・海洋少年団や〇〇スカウトや△△友の会等の
持ち味を活かしあう合同活動を計画する
・地域の教育機関と連携した活動を位置付ける

５ 活動団体の所属して全国組織の中期計画を
活用した計画
・全国組織の作成した魅力的な中期計画に対
応した活動を活動団体でも実施する。
・豊富な資料が活用できるし、他組織との交流
も可能となる。

６ 外部講師等を招聘する
・地域の志を有する外部講師を招聘する。事前
にゆとりもって計画する。
・事前打ち合わせが重要。
・近年は、多様な組織が地域貢献活動として招
聘に応じる可能性がある。
・活動場所についても同様である。

７ JAXAやYAC等の公募事業への参加
・コズミックカレッジの申請をした活動。
・「衛星データコンテスト」や「だいち２号に写ろ
う」等の行事等への参加を位置づける

年間計画の活動内容を活動マップで
確認しながら、宇宙教育の特質を絶えず
意識する
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■ブリーフィング
（当日の活動内容事前確認・打ち合わせ会）
当日の活動内容事前確認・打ち合わせ事項について（例）

・活動の概要
・役割分担・配置
緊急時連絡体制の確認、担当者の配置と確認
・安全に関わる確認
危険箇所等の情報共有

リーダーの関与部分、程度について
・指導・支援の重点
・参加者に任せる部分、支援（手助け）する部分
・参加者の状況（人数等）
・個別参加者の状況と個別支援の必要性の有無

■事後検討会
扱いたい項目（例）

・活動内容に関わる参加者の反応
・時間配分
・扱った内容、素材
・関連する課題、今後の発展性
・課題レベルと、参加者の実態のずれ
・安全
・個別の参加者について
成長やがんばりが見られた点
課題となる点
健康・心理的な状況
人間関係面の課題

その他
・次回以降の課題・目標
・次回活動について確認

・感想文から読み取ることができる事柄について
「おや」 「まあ」 「ふーん」
安全に関する記述
他者との関り

・気づいたことについて、できる限り、各リーダーはメ
モ帳に記録したり、デジカメで場面を撮影するなどし
て、活動のその場での記録をおこない、ブリーフィン
グなどで活用することが望ましい

社会教育における宇宙教育で設定したいこと
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① 各回活動の項目例

各回活動案を作る際には、以下に挙げる項目、及び付録ワーク
シートに記載されているような項目に基づき、作成していただきた
い。また、各団体の実情に応じて、以下の項目の組み替え、簡易
化、詳細化も考えられる。 付録ワークシートを参照いただきたい。
•活動名
•目標・ねらい
➢目標① …内容面の目標
➢目標② …資質・能力に関わる目標

•活動の流れ
➢活動の順番、時間の目安
➢指導上の留意点
➢支援・指導（関わり）と評価（見取り）のポイント
➢指導者の配置、安全上の配慮
➢まとめ、次回の活動へのつなぎ

（理想的な）→ 現実的な活動計画提案
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従来の説明例
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©呉やまと分団
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指導用説明スライド群

指導用スライドを
指導細案に

時間配分

指導事項

留意事項

＊印刷した細案を、
メモ用紙にする

３を例に

©苫小牧分団

©苫小牧分団



ランチャー台数

ノズル数

水ロケット
活動

導 入

材料・機器準備
事前研究・研修

製 作

打ち上げ

計画立案

振り返り

水ロケット活動を俯瞰的にみると

・潮岬青少年の家グラウンド
・場所の安全性確認
・実施可否の天候判断
・発射装置一式の準備
・距離測定
・水の準備
・安全確保の人員配置
・準備から片付けの時間配分
コンテナへのランチャー収納

・計画立案の妥当性
・活動中のヒヤリハット
・活動中の事故
・更なる改良点
・次回に挑戦できること

・宇宙教育指導者セミナー受講者の方
・講師5名 経験豊富
・スケジュールや準備物
・潮岬青少年の家・グラウンド
・社会教育として水ロケットを題材とする活動を
展開するための水ロケットを学ぶ

・ペットボトル、牛乳パック
・テープ類、粘土、新聞紙、工具類
・ランチャー式の仕組みの学び
・ランチャー準備と確認
・教材研究研修（指導者）
→水ロケットの仕組みや飛翔
→一連の活動の安全管理

・挨拶
・オリエンテーション～講座５
・水ロケットの原理の説明
・製作方法の説明
・活動の目的やねらいの説明
・活動の安全管理に関する説明

・全体進行とグループでの
進行(タイムキープ)
・安全な作業のための管理
→指導者の手出しは最低限で
→ペットボトルの傷は要確認
・決まった材料の量で作る
・安全の範囲内で創造性を伸ばす
・スリングテストは確実に行う

初めての水ロケット活動
同じように製作し同じように発射

→ 同じ場所に着地
散布平均値

発射方位

発射角度

給水量

空気圧

フィン材質

フィン枚数

フィン面積

フィン角度

ノーズコーン材質

錘の重さ

主催者準備物

参加者持参物

会場借用物

給水設備

給水用備品

製作会場広さ

製作会場設備

ゴミ処理

射場広さ

風予報

周辺環境

日射対応

待機場所

参加者人数

年齢構成

経験状況

指導主務者

指導者数

保護者参加

ミッション：受講者の方の水ロケ体験
ビジョン：グループで水ロケキット使用

水ロケの教材性確認

作文・詩・絵画
…芸術

自由研究
課題研究

距離測定方法
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アウトプット

水ロケット
活動

導 入

材料・機器準備
事前研究・研修

製 作

打ち上げ

計画立案

振り返り

水ロケット活動を計画しましょう

重点をどこに置くか

重点をどこに置くか

・参加者
・指導者
・開催予定
・準備物
・開催場所想定
・目的

試作・試射の重点

重点をどこにおくか

重点をどこに置くか

発射方位

発射角度

給水量

空気圧

フィン材質

フィン枚数

フィン面積

フィン角度

ノーズコーン材質

錘の重さ

主催者準備物

参加者持参物

会場借用物

給水設備

給水用備品

製作会場広さ

製作会場設備

ゴミ処理

射場広さ

風予報

周辺環境

日射対応

待機場所

参加者人数

年齢構成

経験状況

指導主務者

指導者数

保護者参加

ランチャー台数

ノズル数

ミッション：
ビジョン：

水ロケのどこに着目

距離測定方法

活動のキモ

14



宇宙教育指導者セミナー～講座２：提案～

「SDGs・ESD」を意識した活動計画
【水ロケット活動を題材に】

１．自己紹介

２．SDGsへの取り組み紹介例

３．水ロケット活動を俯瞰的にみると

４．各活動段階における考え方の例

５．おわりに

参考資料

石田講師

１５



水ロケット
活動

導 入

材料・機器準備
事前研究・研修

製 作

打ち上げ

計画立案

振り返り

水ロケット活動を俯瞰的にみると
【一般的な活動を例として】

・場所の選定
・場所の安全性確認
・実施可否の天候判断
・発射装置一式の準備
・水の準備
・安全確保の人員配置
・準備から片付けの時間配分

・計画立案の妥当性
・活動中のヒヤリハット
・活動中の事故
・更なる改良点
・次回に挑戦できること

・参加者の年齢や人数
・指導者の経験や人数
・スケジュールや準備物
・場所の確保
・社会教育として活動の目的やねらい

・ペットボトル、厚紙、牛乳パック
・テープ類、粘土、新聞紙、工具類
・発射装置一式の準備と確認
・教材研究研修（指導者）
→水ロケットの仕組みや飛翔
→一連の活動の安全管理

・挨拶
・活動スケジュールの説明
・ロケットの歴史や原理の説明
・水ロケットの原理の説明
・製作方法の説明
・活動の目的やねらいの説明
・活動の安全管理に関する説明

・全体進行とグループでの進行(タイムキープ)
・安全な作業のための管理
→指導者の手出しは最低限で
→ペットボトルの傷は要確認
・決まった材料の量で作る
・安全の範囲内で創造性を伸ばす
・スリングテストは確実に行う

参考資料

©石田講師１６



Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

計画立案

1. 参加者の年齢や人数

2. 指導者の経験や人数

3. スケジュールや準備物

4. 場所の確保

5. 社会教育として活動の目的やねらい

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）

No. SDGs ESD 視点

1 4,5,10 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ,F,G 年齢や性別、国籍を問わずに。参加者の積極性を大切に。

2 4,5,10 Ⅰ,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,D,E,F,G 年齢や性別、国籍を問わずに。指導者の積極性を大切に。

3 4,12 Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 時間管理や無駄が出ない準備物。協調性。

4 4,15 Ⅲ,B,C 安全な場所の決定やその場所の自然を知る。

5 4,9,16 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E,F,G 社会教育を行う責任と積極性。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師
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Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）材料・機器準備
事前研究・研修

1. ペットボトル、厚紙、牛乳パック

2. テープ類、粘土、新聞紙、工具類

3. 発射装置一式の準備と確認

4. 教材研究研修（指導者）

→水ロケットの仕組みや飛翔

→一連の活動の安全管理

No. SDGs ESD 視点

1 13,14,15 Ⅲ,Ⅵ,C,E 資源を大切に捉え自然環境に眼を向けよう。無駄がないように。

2 13,14,15 Ⅲ,Ⅵ,C,E 資源を大切に捉え自然環境に眼を向けよう。無駄がないように。

3 4,9,12 Ⅰ,Ⅵ,A,C,G 様々な発射装置の機構を知り、安全に使用できるように準備しよう。

4 4,9,12, Ⅰ,Ⅱ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E,G 教材を深く知り、安全な活動を計画できるように多面的にしっかり学ぼう。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師 １８



Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）導 入

1. 挨拶

2. 活動スケジュールの説明

3. ロケットの歴史や原理の説明

4. 水ロケットの原理の説明

5. 製作方法の説明

6. 活動の目的やねらいの説明

7. 活動の安全管理に関する説明

No. SDGs ESD 視点

1 4,5,10 Ⅰ,Ⅳ,Ⅵ,C,D,F,G 年齢や性別、国籍を問わずに。参加者を思い、上手に伝えて内容に責任を。

2 4,5,10 Ⅰ,Ⅳ,Ⅵ,C,D,F,G 年齢や性別、国籍を問わずに。参加者を思い、上手に伝えて内容に責任を。

3 4,5,9,10 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅵ,C,D,E,F,G 専門的な知識を参加者を思い伝える。内容に責任を。

4 4,5,9,10 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅵ,C,D,E,F,G 専門的な知識を参加者を思い伝える。内容に責任を。活動に期待を。

5 4,5,9,10 Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,C,D,E,F,G 指導者同士の連携を取り、参加者に分かりやすく。

6 4,5 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E,F,G 水ロケット活動を通して参加者に学んでほしいことを分かりやすく。

7 4,5,9,12 Ⅰ,Ⅱ,Ⅴ,Ⅵ,A,B,C,D,E,G 水ロケット活動における危機管理の面を丁寧に説明し、指導者同士で協力を。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師 １９



Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）製 作

1. 全体進行とグループでの進行

(タイムキープ)

2. 安全な作業のための管理

→指導者の手出しは最低限で

→ペットボトルの傷は要確認

3. 決まった材料の量で作る

4. 安全の範囲内で創造性を伸ばす

5. スリングテストは確実に行う

No. SDGs ESD 視点

1 4,5,12 Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 参加者の様子を確認しつつ、有限の時間を上手にコントロール。

2 4,5,12 Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 参加者の進捗や技量を見つつ、必要な確認と手伝いは確実に。

3 4,12,14,15 Ⅰ,Ⅲ,Ⅳ,B,C,F,G 無駄遣いをせず、材料の種類は参加者が選べるような環境を。

4 4,9,12 Ⅰ,Ⅳ,Ⅵ,A,C,G 参加者の自由な発想を受け止めよう。ただし、安全の基本は忠実に守ろう。

5 4,9,12 Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,C,D,E 安全な打ち上げのために責任を持って実施しよう。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師 ２０



Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）打ち上げ

1. 場所の選定

2. 場所の安全性確認

3. 実施可否の天候判断

4. 発射装置一式の準備

5. 水の準備

6. 安全確保の人員配置

7. 準備から片付けの時間配分

No. SDGs ESD 視点

1 4,15 Ⅲ,B,C 安全な場所の決定やその場所の自然を知る。

2 4,15 Ⅲ,Ⅵ,B,C,G 参加者が打ち上げを安全に実施できる場所か現地での確認が大切。

3 4,13,15 Ⅰ,Ⅱ,Ⅵ,B,C,D,E 最新の気象情報を基に安全側で判断。地球規模での気候変動にも興味を。

4 4,9,12 Ⅰ,Ⅵ,A,C,G 機構をよく知り、安全に使用できるように準備しよう。

5 4,6,13,14 Ⅱ,Ⅲ,Ⅵ,C,D,E,F,G 水を当たり前に使えるありがたさを知り無駄遣いしないようにしよう。

6 4,9,15 Ⅱ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 参加者が打ち上げを安全に実施できる環境か確認が大切。

7 4,5,12 Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 参加者の様子を確認しつつ、有限の時間を上手にコントロール。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師 ２１



Ⅰ 多様性（いろいろある）

Ⅱ 相互性（関わり合っている）

Ⅲ 有限性（限りがある）

Ⅳ 公平性（一人一人を大切に）

Ⅴ 連携性（力を合わせて）

Ⅵ 責任性（責任を持って）

A 批判的に考える力

B 未来像を予測して計画を立てる力

C 多面的・総合的に考える力

D コミュニケーションを行う力

E 他者と協力する力

F つながりを尊重する力

G 進んで参加する態度

ESDで大切にしたい構成概念 ESDで重視する能力・態度（例）振り返り

1. 計画立案の妥当性

2. 活動中のヒヤリハット

3. 活動中の事故

4. 更なる改良点

5. 次回に挑戦できること

No. SDGs ESD 視点

1 4,5 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,A,C,D,E 活動を振り返り、関わった指導者同士で前向きに批判的な意見を交換しよう。

2 4,12 Ⅱ,Ⅴ,Ⅵ,A,B,C,D,E,G 活動を振り返り、指導者同士で積極的に意見を交換しよう。

3 4,12 Ⅱ,Ⅴ,Ⅵ,A,B,C,D,E,G 活動を振り返り、指導者同士で積極的に意見を交換しよう。

4 4,9,12 ⅠⅡ,Ⅳ,Ⅵ,A,B,C,D,E,G ブレインストリーミング的に様々な意見を交換しよう。

5 4,9,12 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ,B,C,D,E 更なる改良点のアイディアの中から次回の活動に活かせるものを決めよう。

【考え方の例】

参考資料

©石田講師 ２２
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　着眼点 　ウリ 着目 ボトル傷 工作精度スイング空力安定

短胴　２カップノーズ　１ボトル　ＰＰシート　印刷フィン
　　　　同じようにつくれば同じように飛翔する　Ａ

◎エントリー
◎超容易
○短時間

　　○ 　　○

短胴　２カップノーズ　　２トボトル　印刷フィン
　　　　　同じようにつくれば同じように飛翔する　Ａ２

◎エントリー
△ボトル切断
○短時間

　　○ 　　○

普通胴　市販ノーズ　　２ボトル　印刷フィン
　　　　　同じようにつくれば同じように飛翔する　Ｂ

○2回目の活動
○経験者活躍
△ノーズ費用

既経験者を含んだ
活動として工夫 　　○ 　　○

普通胴　市販ノーズ　　２ボトル　工夫フィン
　　　フィンの形状と取り付け方　材質の工夫　　Ｂ２

◇フィン工夫
△ノーズ費用

フィンの役割　　○ 　　○ 　　○ 　　○

普通胴　印刷ノーズ　　２ボトル　工夫フィン
　　　目的に対応したトータルのデザイン　　　　Ｂ３

◇フィン工夫
◇ノーズ製作

フィンの役割　　○ 　　○ 　　○ 　　○

普通胴　自由ノーズ　　２ボトル　工夫フィン
　　　目的に対応したトータルのデザイン　　　　Ｃ

◇ノーズ工夫
◇フィン工夫
◇全体デザイン

時間をかけ各自の
アイデアを活かした
活動可能

重心
空力中心

　　○ 　　○ 　　◎ 　　◎

ミニ胴　自由ノーズ　１ボトル　ＰＰシート　工夫フィン
　　　１㍑のペットボトル使用　　工作精度が課題　Ｄ

まとめ 　　○ 　　◎ 　　◎ 　　◎

ミニ胴　　自由ノーズ　　２ボトル　工夫フィン
　　　１㍑ボトル切断の丁寧さ　工作精度が課題　Ｄ２

まとめ 　　○ 　　◎ 　　◎ 　　◎

◇ノーズ工夫
◇フィン工夫
◇全体デザイン
△工作精度

水ロケ学びのまとめ
として設定可能

　　　　　　水ロケットの教材性
タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項目

指導者チェック視点　

見本のみ

活動の目的に応じ、
製作の位置づけが
自由に工夫できる

飛翔に関わ
る条件着目

水の量
空気圧
発射角度

既経験者を含んだ
活動として工夫可能

全体デザイン検討
フィン工夫

水ロケットのタイプと水ロケットの教材性等参考資料

過去セミナー配布資料

アンケート

体験あり

2%
装置所有

2%
運営

2%

見学

5%

補助講師

16%

初めて

29%

指導講師

44%

水ロケ経験

オンライン受講者の方

事前アンケート56名回答
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80m

70m

110ｍ

前日は、運動場他団体予約

トイレ
体育館

水道栓

過去「潮岬」
10年アメダス記録

年 風速 風向 天候 気温 風速 風向 天候 気温

2023 4.3 北東 曇 20.2 3.5 北東 晴 22.4

2022 2.8 南東 雨 20.3 4 南東 曇 21.4

2021 2 西 不明 20.8 4.4 西 不明 20.2

2020 3.7 西 曇 23.4 4 西南西 曇 23.4

2019 3.1 南西 晴 24.7 4.2 西 晴 24.1

2018 6.3 西 曇 21.1 5.7 西 曇 20.8

2017 1.6 南南西 晴 22.8 2.4 南西 曇 22.8

2016 4.1 東北東 曇 23 3.6 東北東 曇 22.5

2015 8.6 西 晴 23.5 8.3 西 晴 23.5

2014 6.7 南西 雨 19.4 7.9 南南西 曇 20.2

(m/s) ℃ (m/s) ℃

13:00 14:00

潮岬アメダス記録→一日平均→北東
水ロケ打上時間帯だとバラツキ多い
どちらかといえば西風が多い

射場の風

A

A

B

B
C

C

靴箱

靴箱

D

D

実射時＊D出入口使用
スリッパを移動
水ロケ機材搬入搬出

平均 日最高 日最低 平均

(℃) (℃) (℃) (m/s)

1991～ 1991～ 1991～ 1991～ 1991～

2020 2020 2020 2020 2020

資料年数 30 30 30 30 30

5月 19.3 22.5 16.6 4.1 北東

統計期間

要素

気温 風向・風速

最多風向

アメダス5月平均

参考資料



25

コズミックカレッジ→工作や実験をとおしてフシギや
ナルホドを体験。

各地域で開催される、小・中学生を対象にした宇宙
教育プログラム

https://edu.jaxa.jp/activities/cosmic/

1.体験型プログラム
2.短時間・小規模開催
3.主体は各地域主催者と参加者

JAXA宇宙教育センターが支援

コズミックカレッジを開催するには、地域主催者への応募、
承認が必要

地域主催ご希望の団体は、「運営フロー」「募集要項」「運用
ガイドライン」を確認のうえ、応募フォームから申し込み

詳細はwebサイトで確認を！
※２０２４年度主催者応募は、２０２４年２月１日 １０時から申請開始。

改めてセミナーテキストの読み込みを！

https://edu.jaxa.jp/activities/cosmic/
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＜参考＞
今回使用のランチャーコンテナ

水分をしっかりとる

砂を入れない


